
 

 

 

 

「配送対象となる中学校一覧」 

  【鶴川エリア給食センター】 

NO 学校名 所在地 

１ 鶴川中学校 町田市小野路町 1905-1 

２ 鶴川第二中学校 町田市鶴川 6-4 

３ 薬師中学校 町田市金井 1-20-1 

４ 真光寺中学校 町田市真光寺 3-8-1 

５ 金井中学校 町田市金井 6-15-1 

※「町田市新たな学校づくり推進計画」（2021 年 5 月町田市）の推進に伴い、中学校の

統合とその建設期間中の仮移転等が行われることにより、各センターが配送する学校

及び提供食数が変動する。 

 

 

 

 

  

添付資料 ２－１ 



 

 

 

◇新たな学校づくりに伴う配送校の変更見込みについて 

2021 年 6 月策定の『町田市新たな学校づくり推進計画』では、中学校の適正規模を「１学年あたり

４～６学級（１校あたり１２～１８学級）」（１学級あたり４０人の想定）とし、学区再編と校舎建

替えを同時に進める。当計画で今後予定している、給食センターPFI 事業期間における中学校の適正規

模・適正配置の動きを、下記に示す。（「※●」は学区を移動する範囲が大きい区域を示したもの） 

 

①金井中学校・薬師中学校（2027～2030 年度） 

2027 

～2029 年度 

・金井中学校が薬師中学校に移転し統合 

（同時に、金井中学校のうち、玉川学園在住の生徒は新学区に移動） 

・薬師中学校のうち、本町田・藤の台在住の生徒※1、金井中学校のうち本町田・藤の台

在住の生徒※2 は町田第三中学校に移動 

・薬師中学校のうち、山崎町在住の生徒※3 は山崎中学校に移動 

（薬師中学校の概ね半数程度が、鶴川エリアから町田小山忠生エリアへ移動する見込み） 

（同時に、町田第三中学校のうち、木曽東・木曽西在住※４と森野在住の生徒は新学区に移動） 

2030 年度 ・薬師中学校から金井・薬師台地区新校舎（建設候補地：金井中学校）に移転 

②町田第三中学校・山崎中学校（2031 年度） 

2031 年度 ・町田第三中学校・山崎中学校と、町田第一中学校のうち本町田在住の生徒※5、忠生

中学校のうち山崎町在住の生徒※6 が本町田・山崎地区新校舎（建設候補地：木曽山

崎公園）に移転し統合 

（同時に、町田第三中学校のうち旭町在住の生徒、忠生中学校のうち木曽西在住の生徒※5 は新学

区に移動） 

③南成瀬中学校（2031 年度長寿命化改修） 

2031 年度 ・改修後校舎使用開始時に、つくし野中学校のうち小川在住の生徒※7、南中学校のうち

成瀬が丘在住と小川在住の生徒が南成瀬中学校に移動 

（同時に、南成瀬中学校のうち、つくし野在住の生徒※8 がつくし野中学校に移動） 

④鶴川第二中学校・真光寺中学校（2036 年度） 

2036 年度 ・鶴川第二中学校及び真光寺中学校が鶴川第二地区新校舎（建設候補地：鶴川第三小

学校・鶴川第二中学校）に移転し統合 

（同時に、真光寺中学校のうち、小野路町・大蔵町在住の生徒は新学区に移動） 

➄南中学校（2037 年度改築） 

2037 年度 ・新校舎使用開始時に、つくし野中学校のうち南町田在住の生徒※9 が南中学校に移動 

（同時に、南中学校のうち、高ヶ坂在住と原町田在住の生徒が町田第二中学校に移動） 

⑥忠生中学校・小山田中学校 

2037 

～2039 年度 

・忠生中学校が小山田中学校に移転し統合 

2040 年度 ・小山田中学校から忠生・小山田地区新校舎（建設候補地：忠生中学校）に移転 

 ※小学校の学区再編に伴う変動 

2036 年度 ・南大谷中学校のうち、高ヶ坂在住と原町田在住の生徒※10 は成瀬台中学校に移動 
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鶴川中学校区 

真光寺中学校区 

鶴川第二中学校区 

忠生中学校区 

小山田中学校区 

南大谷中学校区 

金井中学校区 

薬師中学校区 山崎 

中学校区 

町田第三 

中学校区 

木曽 

中学校区 

町田第二 

中学校区 

町田第一 

中学校区 

南成瀬中学校区 

つくし野中学校区 

成瀬台中学校区 

南中学校区 

※2 

《凡例》 

赤線・●●中学校区：現在の中学校区 

色塗り：新しい中学校区 

※10 

※9 

※8 

※7 
※9 

新たな学校づくり 参考図 
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